
質
問
状
の
前
文
（
要
約
）

貴
社
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
に
よ
り
「
本
年
三
月
一

六
日
の
地
震
（
女
川
町
で

震
度
５
）
に
よ
り
１
号
機

の
原
子
炉
建
屋
天
井
ク
レ

ー
ン
支
持
台
座
に
き
裂
が

入
っ
た
」
こ
と
を
知
り
驚

い
た
。
ア
メ
リ
カ
原
子
力

学
会
の
論
文
に
「
女
川
原

発
は
世
界
一
地
震
の
影
響

を
受
け
や
す
い
原
発
」
と

の
報
告
も
あ
り
、
安
全
は

大
丈
夫
か
と
心
配
に
な
り
、

実
情
を
質
問
し
ま
す
。

質
問
へ
の
回
答

内
容
（
抜
粋
・

要
約
）

Ⅰ
「
女
川
原
発
１
号
機
の
状
況

に
つ
い
て

」
へ
の
質
問

《
何
故
国
へ
の
報
告
を

し
な
か
っ
た
の
か
？
》

市
民
団
体
の
質
問
➀
➁

今
回
の
貴
社
発
表
の
天

井
ク
レ
ー
ン
走
行
部
支
持

台
座
の
き
裂
に
つ
い
て
、

「
２
０
１
１
年
３
・
１
１
大

震
災
の
翌
年
の
二
〇
一
二

年
六
月
七
日
に
公
表
し
た

箇
所
と
同
じ
走
行
部
の
破

損
」
で
あ
る
。
安
全
上
重
要

な
設
備
で
あ
る
が
、
今
回
は

何
故
「
国
へ
の
報
告
」
を
必

要
と
し
な
い
の
か
？

東
北
電
力
の
回
答

「
『
原
子
炉
等
規
制
法
の
第

六
二
条
の
三
の
主
務
大
臣

へ
の
報
告
と
実
用
炉
規
則
』

と
、
そ
の
『
運
用
に
関
す
る

訓
令
』
」
に
よ
り
三
月
の
地

震
に
よ
る
亀
裂
は
「
該
当
ク

レ
ー
ン
を
使
用
し
て
い
な

か
っ
た
期
間
」
で
あ
り
、
国

へ
の
報
告
は
必
要
な
い
と

判
断
し
た
。

私
た
ち
の
コ
メ
ン
ト

一
号
機
天
井
ク
レ
ー
ン
は
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九
月
一
二
日
に
、
東
北
電
力
は
「
女
川
原
発
の
一
号

機
の
状
況
」
（
八
月
分
）
を
公
表
し
ま
し
た
が
、
内
容

は
「
原
子
炉
建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン
の
走
行
部
支
持
台
座

に
き
裂
を
８
ヶ
所
確
認
。
本
年
三
月
の
地
震
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
国
へ
の
報
告
を
必
要
と
し
な
い
事
象

で
あ
る
」
と
し
ま
し
た
。
「
な
ぜ
国
へ
の
報
告
を
せ
ず

に
済
ま
せ
ら
れ
る
の
か
？
」
な
ど
疑
念
が
増
す
ば
か
り

で
し
た
。
そ
こ
で
当
会
は
宮
城
二
、
岩
手
四
の
六
市
民

団
体
と
連
名
で
「
東
北
電
力
へ
の
質
問
状
」
を
九
月
二

七
日
に
提
出
し
ま
し
た
。

文
面
に
よ
る
回
答
を
要
請
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
北

電
力
か
ら
「
口
頭
に
よ
る
電
話
回
答
に
し
た
い
」
と
い

う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
宮
城
県
の
市
民
団
体

の
皆
さ
ん
の
東
北
電
力
へ
の
申
し
入
れ
で
本
店
で
の
口

頭
回
答
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
一
一
月
二
日
、
代
表
者

八
人
が
同
社
本
店
を
訪
問
し
、
回
答
と
説
明
を
聞
き
、

会
社
側
へ
の
要
望
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

説明会議事録は当会ホームページに。

http://sanriku.my.coocan.jp/221102touhokuQ&A.pdf

【質問状提出団体】

三陸の海を放射能から守る岩手の会

（岩手県盛岡市）

放射能から子どもを守る岩手県南・宮城県北の会

（岩手県一関市）

岩手有機農業研究会 （岩手県花巻市）

豊かな三陸の海を守る会 （岩手県宮古市）

女川原発の再稼働を許さない！みやぎアクション

（宮城県仙台市）

みやぎ脱原発・風の会 （宮城県仙台市）



廃
炉
作
業
中
の

”
待
機
中

の
”
損
傷
に
あ
た
り
国
へ

報
告
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

《
亀
裂
の
大
き
さ
は
？
》

質
問
➃
本
年
七
～
八
月
の

詳
細
点
検
に
よ
る
八
箇
所

の
支
持
台
座
の
き
裂
の
大

き
さ
な
ど
教
え
て
ほ
し
い
。

回
答

四
箇
所
あ
る
支
持

台
座
の
各
々
二
箇
所
で
き

裂
を
確
認
し
た
。
き
裂
の

大
き
さ
は
最
大
で
長
さ
が

約
６
０
㍉
、
幅
１
㍉
、
深

さ
約
１
０
㍉
で
あ
る
。

コ
メ
ン
ト

す
べ
て
の
台

座
に
き
裂
が
あ
る
こ
と
は

重
大
な
機
能
不
全
で
あ
る
。

《
耐
震
基
準
５
８
０
ガ

ル
が
、
３
６
７
・
５
ガ
ル

の
地
震
で
損
傷
？
》

質
問
⑤

き
裂
の
原
因
が

本
年
三
月
一
六
日
の
地
震

だ
と
す
る
と
、
そ
の
時
の

女
川
原
発
の
震
度
と
最
大

加
速
度
を
知
り
た
い
。

回
答

女
川
原
発
に
お
け

る
該
当
地
震
時
の
最
大
加

速
度
は
３
６
７
・
５
ガ
ル
、

震
度
は
５
強
、
観
測
場
所

は
１
号
機
建
屋
地
下
２
Ｆ
。

１
号
機
の
建
設
時
点
で
の

基
準
地
震
動
は
３
７
５
ガ

ル
。
２
０
０
８
年
に
５
８
０

ガ
ル
に
引
き
上
げ
た
。
天
井

ク
レ
ー
ン
に
変
形
・
曲
が

り
・
落
下
の
危
険
な
ど
な
い

か
の
点
検
を
行
っ
た
が
、
問

題
な
い
と
判
断
し
た
。

コ
メ
ン
ト

耐
震
５
８

０
ガ
ル
の
ク
レ
ー
ン
が
３

６
７
・
５
ガ
ル
の
地
震
で

き
裂
が
入
っ
た
。
設
計
不

良
で
あ
る
。

《
ク
レ
ー
ン
が
、
重
量
物

吊
り
上
げ
時
の
地
震
だ

っ
た
な
ら
？
》

質
問
⑥

天
井
ク
レ
ー
ン

の
き
裂
は
「
ク
レ
ー
ン
を

使
用
し
て
い
な
い
時
に
起

こ
っ
た
地
震
に
よ
る
」
と

し
て
い
る
が
も
し
地
震
が

重
量
物
を
吊
り
上
げ
移
動

作
業
中
だ
っ
た
な
ら
ク
レ

ー
ン
か
ら
の
落
下
事
故
な

ど
は
起
こ
ら
な
い
の
か
？

回
答

ク
レ
ー
ン
本
体
の

落
下
防
止
装
置
と
吊
り
上

げ
物
の
落
下
防
止
装
置
は
、

別
々
の
部
品
で
構
成
さ
れ
、

両
方
の
健
全
性
を
絶
え
ず

検
査
し
確
認
し
て
お
り
心

配
な
い
。

コ
メ
ン
ト

吊
り
下
げ
時

の
大
地
震
に
よ
る
「
共
振
」

に
答
え
て
い
な
い
。

Ⅱ

関
連
す
る
そ
の
他

《
３
・
１
１
地
震
で
損
傷

の
軸
受
け
は
修
理
し
た

の
か
？
》

質
問
①
⓷

女
川
原
発
１

号
機
の
天
井
ク
レ
ー
ン
に

つ
い
て
二
〇
一
二
年
六
月

七
日
に
「
当
該
走
行
部
の

軸
受
け
が
損
傷
し
て
い
る

事
を
確
認
し
た
」
と
公
表

し
て
い
た
。
そ
の
時
の
調

査
報
告
書
を
知
り
た
い
。

回
答

二
〇
一
二
年
に
公

表
し
た
『
女
川
１
号
機
天

井
ク
レ
ー
ン
走
行
部
の
軸

受
け
の
損
傷
調
査
』
で
は
、

軸
受
け
の
損
傷
を
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る

も
の
と
推
定
し
、
二
〇
一

三
年
一
〇
月
に
地
震
の
影

響
を
受
け
に
く
い
走
行
部

の
軸
受
け
に
交
換
し
た
。

な
お
調
査
報
告
書
は
公
表

し
て
い
な
い
。
修
理
し
た

天
井
ク
レ
ー
ン
は
、
定
期

点
検
を
行
い
な
が
ら
作
業

な
ど
で
使
用
し
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト

情
報
を
最
大

限
公
開
す
べ
き
だ
。
そ
れ

が
福
島
原
発
事
故
の
教
訓

で
あ
る
。

《
現
在
の
核
燃
料
の
所
在

量
は
？
》

質
問
④

女
川
原
発
各
号
機

の
炉
心
に
入
っ
て
い
る
ウ
ラ

ン
燃
料
束
の
体
数
と
上
部
の

プ
ー
ル
に
貯
蔵
し
て
い
る
使

用
済
み
燃
料
の
体
数
と
燃
焼

度
を
知
り
た
い
。

回
答

現
時
点
で
各
号
と

も
炉
心
に
は
使
用
済
み
燃

料
は
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
。

プ
ー
ル
の
使
用
済
み
燃
料

の
体
数
は
１
号
機
８
２
１

体
約
１
４
０
ウ
ラ
ン
㌧
、

２
号
機
は
１
２
６
３
体
約

２
２
０
ウ
ラ
ン
㌧
、
３
号

機
は
７
０
６
体
約
１
２
０

ウ
ラ
ン
㌧
。
燃
焼
度
は
い

ず
れ
も
管
理
値
以
下
で
使

用
し
貯
蔵
し
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト

合
計
二
七
八

〇
体
の
使
用
済
み
核
燃
料

が
女
川
原
発
プ
ー
ル
に
あ

る
。
福
島
事
故
四
号
機
の

上
階
プ
ー
ル
に
は
１
５
３

５
体
が
あ
っ
た
。
水
が
抜

け
る
と
２
５
０
㌔
圏
が
避

難
対
象
で
あ
る
。
女
川
原

発
は
建
物
自
体
の
劣
化
が

進
ん
で
お
り
危
険
で
あ
る
。

《
何
故
地
域
住
民
へ
知
ら

せ
な
か
っ
た
の
か
？
》

質
問
⑤

本
年
六
月
七
日

に
開
催
さ
れ
た
第
一
六
〇

回
女
川
原
発
環
境
保
全
監

視
協
議
会
の
資
料
に
は

「
三
月
一
六
日
の
福
島
沖

地
震
後
に
確
認
さ
れ
た
発

電
所
設
備
等
被
害
へ
の
対

応
状
況
」
で
「
安
全
上
重

要
な
設
備
に
異
状
な
く
周

辺
へ
の
放
射
性
物
質
の
影

響
も
な
か
っ
た
」
と
あ
っ

た
。
し
か
し
、
五
月
に
は
、

安
全
上
重
要
な
機
器
で
あ

る
１
号
炉
天
井
ク
レ
ー
ン

走
行
部
支
持
台
座
に
亀
裂

が
発
見
さ
れ
て
い
た
。
な

の
に
六
月
の
監
視
協
議
会

に
も
八
月
三
〇
日
の
同
監

視
協
議
会
に
も
そ
の
記
載

が
な
か
っ
た
。
何
故
か
？

回
答

五
月
の
定
期
点
検

で
き
裂
を
発
見
し
た
。
さ

ら
に
七
月
・
八
月
に
詳
細

点
検
を
実
施
し
て
、
原
因

を
三
月
一
六
日
の
地
震
で

生
じ
た
「
ひ
び
・
割
れ
」

と
推
定
し
た
。
そ
の
上
で

九
月
一
二
日
に
公
表
し
た
。

こ
れ
か
ら
開
催
予
定
の
女

川
原
発
環
境
保
全
監
視
協

議
会
に
は
報
告
す
る
。

コ
メ
ン
ト

五
月
に
は
分

か
っ
て
い
た
安
全
上
重
要

な
機
器
で
あ
る
天
井
ク
レ

ー
ン
に
関
わ
る
き
裂
を
地

域
の
安
全
監
視
協
議
会
へ

報
告
し
な
か
っ
た
の
は
重

大
な
隠
ぺ
い
行
為
で
あ
る
。

クレーン走行部

支持台座のき裂

１
号
機
天
井
ク
レ
ー
ン
走
行
部

支
持
台
座
の
亀
裂
説
明

（
２
０
２
２
年
９
月
１
２
日
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
資
料
）

天
井
ク
レ
ー
ン
は
、
吊
り
上
げ

装
置
を
対
象
物
の
ウ
ラ
ン
燃
料

束
な
ど
の
上
に
移
動
さ
せ
吊
り

上
げ
、
冷
却
プ
ー
ル
へ
運
び
、
出

し
入
れ
作
業
等
に
使
用
す
る
。

３
．
１
１
大
震
災
で
損
傷
し
た

天
井
ク
レ
ー
ン
走
行
部

二
〇
一
二
年
六
月
七
日

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

軸受装置（いわゆる「ベ

アリング」）部分が破損


